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むなかた市議会だより 令和６年
３月定例会号

　
令
和
６
年
第
１
回
宗
像
市
議
会
定
例
会
を
、
２
月
26
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で

の
30
日
間
で
開
催
し
、
市
長
提
案
議
案
41
件
を
審
議
し
、
全
て
同
意
、
可
決
し

ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
令
和
６
年
度
の
予
算
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
定
住
都
市
む
な
か
た
の
実
現
に
向
け
、防
災
対
策
、食
の
ま
ち
、人
へ
の
投
資
、

デ
ジ
タ
ル
、
脱
炭
素
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
、
都
市
再
生
の
７
つ
の
主
要
施

策
に
力
を
入
れ
た
予
算
編
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
ペ
ー
ジ
に
予
算
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
事
業
の
概
要
と
委
員
会
で
の
主
な

質
疑
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
２
ペ
ー
ジ
に
主
な
議
案
と
議
員
の
賛
否
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
当
初
予
算　
賛
成
多
数
で
可
決

一
般
会
計

一
般
会
計

４
８
０
億
２
５
６
５
万
８
千
円

４
８
０
億
２
５
６
５
万
８
千
円

（
前
年
度
比

（
前
年
度
比  

6767
億
８
９
１
４
万
３
千
円
増
）

億
８
９
１
４
万
３
千
円
増
）

全ての市立学校体育館に空調設備を整備する。

問 体育館空調の効果を市民に体感してもらう機会の提供は。
答 総合防災訓練や学校開放、発表会の場所などで活用してもら
うことができると考える。

主
な
意
見

主
な
質
疑

主な質疑

市立学校体育館空調設備整備事業費市立学校体育館空調設備整備事業費５
26億2,983万8千円26億2,983万8千円

すでに空調が整備された城山中学校体育館

病児保育施設の利用料無償化に伴う利用者増に対応するため隔離室
の設置などの改修を行うほか、県内初の送迎サービスを実施する。

問 病児保育施設の送迎サービスの内容は。
答 発熱などで急に具合が悪くなった子ども
の迎えが必要になった際、保護者から病児保
育施設に依頼をすると、病児保育施設から保
育所などへタクシーで迎えに行き、そのまま
病児保育施設で預かることを想定している。

主
な
意
見

主
な
質
疑

主な質疑

地域子ども ・ 子育て支援事業費地域子ども ・ 子育て支援事業費６
2億525万6千円2億525万6千円

ラストワンマイル交通需要調査を実施する。また、ふれあいバス
やコミュニティバスの運行状況をリアルタイムに確認できるバス
ロケーションシステムやスマートバス停の導入を行う。

問 ラストワンマイル交通需要調査の内容は。
答 70歳以上の運転免許証を持たない申請者に
利用券を交付し、バス停と自宅の区間でタク
シーを利用してもらうことで、需要を把握し、
今後の施策の検討材料とする。

主
な
意
見

主
な
質
疑

主な質疑

公共交通利用促進対策事業費公共交通利用促進対策事業費２
2,892万7千円2,892万7千円

高齢者肺炎球菌ワクチンの公費負担額を引き上げ、市民の負担額
を軽減する。また、帯状疱疹ワクチンについて、市独自の助成事
業を開始する。

問 帯状疱疹ワクチン接種助成対象者の
見込人数と一人当たりの補助額は。
答 50歳以上の人口の約５％、2,348人
と見込んでいる。生ワクチンは4,000
円、不活化ワクチンは10,000円×2回
の補助額を予定している。

主
な
意
見

主
な
質
疑

主な質疑

予防接種事業費予防接種事業費１
4億703万5千円4億703万5千円

水泳授業の外部委託を大島学園・地島小学校を除く小学校に拡充
するほか、一斉連絡システムを全校に導入する。

問 一斉連絡システムの内容は。
答 学校・保護者間などでパソコンやスマート
フォンを使って、学校・学年・学級・部活動な
どの単位で添付ファイル付きメッセージの送信
やアンケートの実施・集計が可能となる。

主
な
意
見

主
な
質
疑

主な質疑

教育改革推進事業費教育改革推進事業費４
6,599万9千円6,599万9千円

学校給食における地場産物の利活用を拡充する。また、保護者の
負担軽減のため、給食費に係る物価高騰分の補助を実施する。

問 地場産のオーガニック食材をどう学校
給食に取り入れるのか。
答 月に１回地場産物を利活用する宗像育
ちウィークを設け、地場の水産物や有機栽
培された米や野菜を給食に取り入れる。

主
な
意
見

主
な
質
疑

主な質疑

学校給食管理運営費学校給食管理運営費３
5億3,490万6千円5億3,490万6千円

宗像産大豆を使った
カレーの給食
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●賛否が分かれた議案と議決結果（○：賛成した人　◆：反対した人）

議案
番号 議　　案　　名

議員
氏名

議決
結果

川
内
　
　
亮

石
松
　
　
修

木
藤
　
裕
司

石
田
和
代
志

岩
岡
　
　
良

上
野
　
崇
之

井
浦
　
潤
也

笠
井
香
奈
枝

小
林
　
栄
二

吉
田
　
　
剛

森
田
　
卓
也

安
部
　
芳
英

岡
本
　
陽
子

北
﨑
　
正
則

伊
達
　
正
信

福
田
　
昭
彦

新
留
久
味
子

石
松
　
和
敏

６ 宗像市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○

31 令和６年度宗像市一般会計予算について 可決 ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○

33 令和６年度宗像市後期高齢者医療特別会計予算について 可決 ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○

37 令和６年度宗像市下水道事業会計予算について 可決 ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○
※神谷建一議長には、賛成・反対の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

●全員賛成で可決・同意した主な議案と内容
議案
番号 議　　案　　名 内　　容

５ 宗像市職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例について 地方自治法の改正に伴い会計年度任用職員に勤勉手当を支給するため、条例を改正するもの

20 市道路線の認定について 道路法の規定に基づき、市道路線を認定するに当たり、議会の議決を求めるもの
39 副市長の選任について 副市長として選任することについて、地方自治法の規定に基づき、議会の同意を求めるもの

40 宗像市教育委員会教育長の任命について 宗像市教育委員会教育長として任命することについて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
規定に基づき、議会の同意を求めるもの

第
７
号
議
案

宗
像
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
基

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全員賛成で
可　決

宗
像
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
基
金
を
設
置

主
な
議
案

主
な
議
案

▼
財
政
調
整
基
金
の
残

高
約
64
億
円
か
ら
災
害

対
応
の
財
源
30
億
円
を

切
り
分
け
、
宗
像
市
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
基

金
を
設
置
す
る
。

▼
防
災
や
災
害
対
応
以

外
に
も
、
感
染
症
や
家

畜
伝
染
病
の
ほ
か
、
急

激
な
経
済
情
勢
の
変
化

に
よ
る
家
計
の
逼
迫

（
ひ
っ
ぱ
く
）
も
含
め

て
、
市
民
生
活
を
取
り

巻
く
多
様
な
危
機
に
対

応
す
る
た
め
に
活
用
す

る
。

▼
基
金
の
目
標
額
は

40
億
円
を
想
定
し
て
い

る
。

〈
賛
成
者
の
意
見
〉

　
災
害
だ
け
で
は
な

く
、
急
激
な
経
済
情
勢

の
変
化
に
伴
う
家
計
の

逼
迫
な
ど
市
民
生
活
を

取
り
巻
く
多
く
の
危
機

に
対
応
す
る
た
め
に
活

用
で
き
る
基
金
の
設
置

は
、
市
民
に
寄
り
添
っ

た
施
策
で
あ
る
。

第
16
号
議
案

第
32
号
議
案

宗
像
市
国
民
健
康
保
険
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
宗
像
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

全員賛成で
可　決

基
金
を
活
用
し
国
民
健
康
保
険
税
を
据
え
置
き

主
な
議
案

主
な
議
案

▼
令
和
６
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
約
９
７
０
０
万
円

の
歳
入
不
足
が
見
込

ま
れ
、
平
均
５・
２
％

の
増
税
が
必
要
と
な
る

が
、
基
金
の
処
分
要
件

を
緩
和
し
、
基
金
を
活

用
し
て
税
率
・
税
額
を

据
え
置
く
。

〈
賛
成
者
の
意
見
〉

　
基
金
を
活
用
し
て
保

険
税
額
を
据
え
置
く
こ

と
は
、
加
入
者
の
生
活

状
況
を
救
え
る
と
考
え

る
。
18
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
均
等
割
廃
止
に
も

引
き
続
き
国
に
声
を
上

げ
て
ほ
し
い
。

主
な
意
見

第
15
号
議
案

第
34
号
議
案

宗
像
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
宗
像
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

全員賛成で
可　決

基
金
を
活
用
し
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ

主
な
議
案

主
な
議
案

▼
第
９
期
（
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま

で
）
の
介
護
保
険
料
基

準
月
額
を
、
宗
像
市

介
護
給
付
費
準
備
基

金
８
億
円
な
ど
を
活

用
し
、
第
８
期
か
ら

２
５
０
円
引
き
下
げ
、

４
７
５
０
円
と
す
る
。

ま
た
、
第
１
段
階
か
ら

第
３
段
階
ま
で
の
低
所

得
者
に
つ
い
て
は
標
準

乗
率
の
引
き
下
げ
を
行

う
。

〈
賛
成
者
の
意
見
〉

　
基
金
を
活
用
し
て
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
行

う
こ
と
は
評
価
す
る

が
、
介
護
保
険
制
度
そ

の
も
の
が
崩
壊
し
か
け

て
い
る
。
介
護
労
働
者

の
賃
金
格
差
も
大
き
い

た
め
、
健
全
な
介
護
保

険
の
運
営
が
で
き
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
て
ほ

し
い
。 主

な
意
見

財政調整基金
64億円

（現在） ３月補正後 （将来の目標）

▼各年度の財政状況に
応じて随時積み立て。
▼目標額到達までは従
来通り財政調整基金含
めて災害対応。

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
に

「
全
天
候
型
子
ど
も
の
遊
び
場
施
設
」 を
誘
致

主
な
議
案

主
な
議
案

第
13
号
議
案

宗
像
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
及
び

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
総
合
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

全員賛成で
可　決

▼
全
天
候
型
子
ど
も
の

遊
び
場
施
設
を
誘
致
す

る
た
め
、
プ
レ
イ
広
場

を
貸
出
し
施
設
か
ら
削

る
。

▼
現
在
倉
庫
と
し
て
使

用
し
て
い
る
会
議
室
２

つ
を
貸
出
し
施
設
に
加

え
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
使
用
を
想

定
。

主
な
意
見

財政調整基金
21億円

Ｒ６当初予算基金
繰入額
13億円

（設置後） R６当初

宗像市安全安心
まちづくり基金
30億円

宗像市安全安心
まちづくり基金
40億円

 令和６年 第１回 宗像市議会定例会 提出議案と議決結果
３月定例会で審議した議案のうち、主な議案を紹介します。全ての議案の議決結果はホームページでご覧いただけます。

第
８
号
議
案

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

全員賛成で
可　決

城
山
中
学
校
旧
校
舎
を
解
体

主
な
議
案

主
な
議
案

▼
城
山
中
学
校
の
改
築

に
伴
い
、
旧
校
舎
棟
、

旧
屋
内
運
動
場
棟
、
外

構
（
駐
車
場
、
ご
み
置

き
場
な
ど
）
を
解
体
す

る
。
工
期
は
令
和
６
年

12
月
27
日
ま
で
。

解体予定の城山中学校旧校舎



市議会では、同じ考え方を持つ議員が集まってグループを作ります。
このグループを会派といいます。
宗像市議会には、令和６年３月１日現在で、８つの会派があります。
それぞれの会派の活動方針などを紹介します。

会派の主張
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（
後
列
左
か
ら
）
井
浦
潤
也
議
員
、
小
林
栄
二
議
員
、
石
田
和
代
志
議
員
、
木

藤
裕
司
議
員
、石
松
修
議
員
（
前
列
左
か
ら
）
神
谷
建
一
議
長
、伊
達
正
信
議
員
、

吉
田
剛
副
議
長
、
安
部
芳
英
議
員

（
左
か
ら
）
岡
本
陽
子
議
員
、
石
松
和
敏
議
員

（
左
か
ら
）
北
﨑
正
則
議
員
、
上
野
崇
之
議
員

　
私
た
ち
の
会
派
は
農
家
、
飲
食

店
、
保
険
、
観
光
、
自
営
業
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
の
あ
る
議

員
で
構
成
し
、
日
々
の
経
済
活
動

を
通
じ
て
培
っ
て
き
た
民
間
視
点

を
宗
像
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

べ
く
、
一
致
団
結
し
て
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
自
治

会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
保
護

者
会
、青
少
年
育
成
、文
化
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
、
交
通
安
全
見
守
り
、

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
差
し
、
一
市

民
と
し
て
、
ま
た
当
事
者
と
し
て

深
く
関
わ
り
な
が
ら
声
な
き
声
を

聴
き
、
想
い
を
受
け
止
め
、
地
域

の
課
題
の
解
決
の
た
め
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
保
育
士
等
の

処
遇
改
善
や
小
中
学
校
体
育
館
へ

の
空
調
設
備
設
置
工
事
に
つ
い
て

国
会
議
員
へ
要
望
活
動
を
行
い
、

２
０
２
４
年
問
題
の
視
点
か
ら
宅

配
便
の
再
配
達
を
抑
制
す
る
た
め

に
関
係
団
体
か
ら
話
を
伺
い
、
市

長
に
要
望
活
動
を
行
う
な
ど
具

体
的
に
行
動
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
県
議
と
連
携
し
て
農
業
・
漁

業
・
商
工
業
の
関
係
者
と
の
意
見

交
換
も
積
極
的
に
行
い
、
頂
い
た

ご
意
見
を
参
考
に
調
査
研
究
し
、

改
善
提
案
や
要
望
活
動
に
つ
な
げ

ま
し
た
。
学
校
給
食
に
地
元
有
機

野
菜
の
活
用
推
進
を
は
じ
め
、
私

た
ち
の
行
動
に
よ
っ
て
前
進
し
た

取
り
組
み
も
着
実
に
増
え
て
お

り
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
も
宗
像
市
議
会
の

最
大
会
派
と
し
て
国
・
県
と
の
つ

な
が
り
や
人
脈
を
生
か
し
、
前
向

き
な
提
案
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り

良
い
宗
像
づ
く
り
の
た
め
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

心
を
合
わ
せ
て
宗
像
づ
く
り

宗む
な
か
た像

志し

政せ
い

ク
ラ
ブ

代
表
／
伊
達
　
正
信

未
来
へ
む
け
、

ま
ち
の
新
た
な
魅
力
を
つ
く
る

未み

来ら
い

む
な
か
た

代
表
／
北
﨑
　
正
則

公こ
う
め
い
と
う

明
党

代
表
／
石
松
　
和
敏

「
市
民
目
線 

・ 

生
活
者
視
点
」 で

市
民
に
寄
り
添
う

　
公
明
党
は
今
年
11
月
に
結
党
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。「
大
衆
と
と
も
に
」

の
立
党
精
神
を
堅
持
し
、「
市
民
目

線
・
生
活
者
視
点
」
の
立
ち
位
置

で
、
今
後
と
も
地
域
や
市
民
の
小
さ

な
声
を
聴
き
寄
り
添
っ
て
課
題
解
決

に
向
け
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
政
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
も
２
年
が
経
過

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
や
食
料
品
な

ど
の
物
価
上
昇
が
続
き
、
多
く
の
市

民
が
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
公
明
党
の
推
進
に
よ
り
、
低
所
得

世
帯
向
け
の
給
付
金
７
万
円
に
、
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
の
児
童
一
人
に

つ
き
給
付
金
５
万
円
の
上
乗
せ
を
実

現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
・
保
育

所
な
ど
へ
の
物
価
高
騰
分
給
食
費
補

助
や
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
施
設
な

ど
へ
の
物
価
高
騰
対
応
支
援
な
ど
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
積
極
的
に
活

用
す
る
よ
う
要
望
し
、
実
現
し
て
い

ま
す
。

　
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
や
帯
状
疱

疹
予
防
接
種
費
用
の
補
助
も
実
現

し
、「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導
入
は

来
年
１
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
申
請
書

の
記
載
が
不
要
と
な
り
市
民
の
利
便

性
が
向
上
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
「
未
来
む
な
か
た
」
は
、

二
期
目
の
上
野
崇
之
、
三
期
目
の
北

﨑
正
則
の
二
人
会
派
で
す
。

　
二
人
の
共
通
し
て
い
る
モ
ッ
ト
ー

は
「
働
く
人
た
ち
の
た
め
」
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
互
い
に
暮
ら
し
て
い

る
日
の
里
地
区
や
玄
海
地
区
の
課
題

を
解
決
し
て
い
く
た
め
、
日
々
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
の
主
な
柱
は
三
つ

一
、
地
域
の
暮
ら
し
、
産
業
の
未
来

を
創
り
出
す

二
、
多
世
代
で
住
み
続
け
ら
れ
、
と

も
に
学
び
支
え
合
っ
て
生
き
る
社
会

の
構
築

三
、
市
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

公
共
交
通
機
関
の
構
築

　
上
野
議
員
は
、
子
育
て
真
っ
最
中

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
子
育
て
世

代
の
課
題
や
日
々
の
生
活
の
中
で
の

気
づ
き
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
、
北
﨑
は
、
元
教
師
と
い
う
立

場
か
ら
教
育
環
境
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
の
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、「
ど
の
ま
ち
よ
り
住
み
や
す

い
ま
ち
宗
像
」
を
目
指
し
て
、
市
政

の
場
で
提
案
し
て
い
き
ま
す
。
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日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
暮
ら
し

の
実
態
、
市
政
に
対
す
る
要
望
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
に
「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
そ
の
中
で
、市
民
の
暮
ら
し
が「
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
悪
く
な
っ
た
」「
悪

く
な
っ
た
」
が
７
割
を
超
え
、

原
因
は
「
物
価
高
騰
」
97
％
、

「
税
金
や
公
共
料
金
の
負
担
が

大
き
い
」
64
％
で
、
市
民
の
暮

ら
し
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

状
況
が
分
か
り
ま
し
た
。
市
政

に
対
す
る
要
望
は
「
子
育
て
・

教
育
行
政
の
充
実
」
51
％
で
全

体
の
約
半
数
を
占
め
、
内
容
は

「
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
償

化
」「
教
職
員
の
負
担
軽
減
」「
保

育
料
や
給
食
費
の
軽
減
」「
小

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
」
で

す
。
残
り
は
、「
防
災
対
策
の

強
化
」
40
％
、「
公
共
交
通
網

の
整
備
」
34
％
で
し
た
。
さ
ら

に
市
政
に
対
し
「
や
や
不
満
」

「
不
満
」
は
61
％
で
「
満
足
し

て
い
る
」
は
わ
ず
か
２
％
で
し

た
。

　
今
こ
そ
、
市
民
の
声
を
生
か

し
、
暮
ら
し
を
応
援
す
る
市
政

へ
！
わ
た
し
た
ち
は
、
税
金
の

使
い
道
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
と
も
に
、
命
・
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
全
力
で
奮
闘
し
て

い
き
ま
す
。

今
こ
そ
！

命
・
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

全
力
で
奮
闘

日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

代
表
／
新
留
　
久
味
子

市
民
目
線
で

市
政
を
厳
し
く
チェッ
ク
し
て
い
く

市し

民み
ん

連れ
ん

合ご
う

代
表
／
福
田
　
昭
彦

　
市
民
連
合
は
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反

映
し
て
い
く
会
派
で
す
。
常
に
市
民
目
線

で
市
政
を
監
視
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
だ

と
考
え
ま
す
。

　
時
に
行
政
は
、
市
民
不
在
の
ま
ま
政
策

を
推
し
進
め
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
行
政
が
行
う
施
策
が
果
た
し
て
市
民
に

本
当
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の
か
ど
う
か
を
市

民
目
線
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
市
民

フ
ァ
ー
ス
ト
に
な
る
施
策
を
推
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
ど
こ
の
政
党
に
も
属
さ
な
い
、
ど
こ
の

団
体
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
、
完
全
独

立
会
派
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
の
立
場
に

立
っ
て
自
由
に
意
見
を
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
会
派
な
の
で
す
。

誰
も
が

安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

ふ
く
お
か
市し

民み
ん

政せ
い

治じ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
／
笠
井
　
香
奈
枝

　
ふ
く
お
か
市
民
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
こ
の
34
年
間
市
議
会
に
女
性
議
員
を

送
り
出
し
続
け
、
生
活
の
課
題
を
市
民
と

共
に
解
決
す
る
た
め
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

　
子
育
て
・
介
護
を
１
人
で
負
担
す
る
の

で
は
な
く
、
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を

市
に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
か
ら
不
安
や
悩

み
を
聴
き
取
り
、
政
策
提
案
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め

に
、
遊
ぶ
権
利
・
学
ぶ
権
利
の
保
障
と
個

に
応
じ
た
学
校
教
育
が
重
要
だ
と
考
え
、

発
言
し
て
き
ま
し
た
。

　
同
時
に
食
の
安
全
と
環
境
を
守
る
施
策

を
推
進
し
、
次
の
世
代
も
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
目
線
で
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

10
年
後

も
っ
と
誇
れ
る
ま
ち

宗
像
へ

未み

ら

い

ほ

し

ゅ

来
保
守
ク
ラ
ブ

代
表
／
森
田
　
卓
也

　
令
和
４
年
の
３
月
議
会
か
ら
会
派
「
未

来
保
守
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
私
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
郷
土
へ
の
誇

り
と
未
来
へ
の
夢
を
抱
き
、
ま
ち
の
さ
ら

な
る
発
展
を
期
待
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
「
未
来
志
向
の
対
話
」
を
重
視

し
、
教
育
、
子
育
て
、
環
境
、
商
工
業
、

都
市
再
生
、
健
康
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
政
策
を
提
案
し
、
若
者
世
代
が
戻

り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
行
政

と
の
協
調
を
基
本
に
カ
タ
チ
に
し
て
い
き

ま
す
。

　「
10
年
後
も
っ
と
誇
れ
る
ま
ち
宗
像

へ
」
未
来
志
向
で
前
向
き
な
会
派
「
未
来

保
守
ク
ラ
ブ
」
を
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

古
い
政
治
を
壊
し
、

新
し
い
政
治
を

創
る 日に

っ
ぽ
ん本

維い

新し
ん

の
会か

い

代
表
／
岩
岡
　
良

　
日
本
維
新
の
会
は
、「
こ
れ
ま
で
の
政

治
の
延
長
線
上
に
解
決
策
は
な
い
」
と
い

う
理
念
の
下
、「
改
革
」
に
よ
っ
て
政
治

を
前
に
進
め
ま
す
。
国
や
県
の
判
断
が
な

け
れ
ば
市
民
の
生
活
を
守
れ
な
い
現
行
の

地
方
自
治
制
度
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
権

限
と
財
源
の
地
方
移
転
を
希
求
し
ま
す
。

　
眼
下
に
広
が
る
課
題
を
同
質
・
同
様
の

も
の
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
が
せ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
逃
げ
る
こ
と
な
く
課
題

の
本
質
に
焦
点
を
当
て
た
議
論
を
展
開
し

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
自
ら
し
が
ら
み
を
断
つ
べ

く
、
特
定
の
団
体
・
組
織
か
ら
一
切
の
支

援
を
受
け
ま
せ
ん
。
本
当
に
必
要
な
方
へ

の
支
援
を
可
能
と
す
る
た
め
、「
身
を
切

る
改
革
」
を
実
践
し
、
さ
ら
な
る
議
会
改

革
・
行
財
政
改
革
か
ら
財
源
捻
出
に
挑
み

ま
す
。

（
左
か
ら
） 

新
留
久
味
子
議
員
、 

川
内
亮
議
員



代表質問とは、市政の基本方針である施政方針に対して、２人以上で構成する
会派の代表質問者がその見解を問うものです。

令和６年２月27日に４つの会派が令和６年度施政方針に対して
質問を行いました。
◆令和６年度施政方針は５月号のむなかたタウンプレスや市ホームページに掲載しています

代表質問
（
※
１
）ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
児
童（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
し
助
言
を
行
い
、関
係
機
関
と
連
携
し
、適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
。

（
※
２
）
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
…
退
院
後
の
在
宅
生
活
へ
の
移
行
や
看
取
り
期
の
支
援
、
相
談
対
応
に
よ
る
家
族
の
不
安
軽
減
な
ど
医
療
行
為
も
含
め
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
24
時
間
３
６
５
日
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

No.91令和6年5月号❺ むなかた市議会だより

者
の
定
住
促
進
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

問 

食
の
ま
ち
宗
像
の
推
進
と
い
う
方
針
に

関
し
て
、
食
を
通
じ
た
取
り
組
み
が
次
世
代

や
ま
ち
の
未
来
へ
つ
な
が
る
道
筋
を
ど
う
考

え
る
か
。

答 

学
校
給
食
や
食
育
事
業
で
域
内
消
費
を

推
進
し
、
生
産
者
の
所
得
ベ
ー
ス
を
稼
ぐ
と

と
も
に
消
費
者
の
安
心
感
を
支
え
る
一
方
、

食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
市
外
で
の
高
付
加

価
値
取
引
が
進
む
こ
と
で
、
販
路
拡
大
や
食

を
目
的
に
し
た
来
訪
者
増
を
目
指
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
で
宗
像
の
食
の
魅
力
を
子
ど

も
た
ち
や
市
外
の
人
に
伝
え
、
ま
ち
の
さ
ら

な
る
成
長
に
つ
な
ぐ
。

問 

こ
こ
で
の
ま
ち

の
成
長
の
意
味
と
は

何
か
。

答 

本
市
で
多
く
の

人
が
暮
ら
し
、
な
り

わ
い
が
続
き
、
多
く
の
人
に

来
訪
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

る
持
続
性
、
そ
れ
ら
が
好
循

環
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

問 

令
和
４
年
度
施
政
方
針
か
ら
打
ち
出
さ

れ
た
定
住
都
市
む
な
か
た
の
実
現
に
関
し

て
、
本
市
の
人
口
動
態
と
課
題
を
ど
う
見
る

か
。

答 

出
生
率
は
全
国
平
均
や
福
岡
県
の
数
値

を
上
回
る
が
、
今
後
緩
や
か
に
人
口
減
に
転

じ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
20
代
を
中
心
と

す
る
若
者
の
転
出
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
人

口
維
持
、
労
働
力
確
保
の
観
点
か
ら
も
、
若

持
続
可
能
な

ま
ち
の
未
来
へ
の

道
筋
を

代
表
質
問
者

上
野
　
崇
之

■
未
来
む
な
か
た

問 

赤
間
小
の
改
修
に
併
せ
学
童
保
育
所
を

改
修
し
て
は
。

答 

更
新
時
期
の
前
倒
し
を
含
め
て
整
理
を

し
て
い
く
。

問 

市
立
学
校
の
体
育

館
空
調
設
備
整
備
の

進
ち
ょ
く
は
。

答 

令
和
７
年
度
の
夏

に
使
え
る
よ
う
、
令

和
６
年
度
中
の
全
校

整
備
を
予
定
。

問 

島
在
住
の
高
校
生
ま
で
の
渡
船
料
金
を

補
助
し
て
は
。

答 

状
況
に
応
じ
た
助
成
を
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

問 

国
保
税
の
均
等
割
を
18
歳
ま
で
軽
減
し

て
は
。

答 

全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
求
め
て
い

き
た
い
。

問 

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
の
検
討

は
。

答 

ま
ず
は
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

に
向
け
、
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が
困
難
な
地

域
に
お
い
て
、
バ
ス
停
ま
で
の
短
距
離
移
動

を
支
え
る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
対
策
な
ど
の

導
入
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

令
和
６
年
度
は
交
通
需
要
調
査
を
行
い
、
対

策
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
改
正
を
求
め
る

Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
交
渉
の
進
ち
ょ
く
は
。

答 

近
隣
の
Ｊ
Ｒ
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
、

要
望
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

問 

上
水
道
未
整
備
地
域
の
整
備
を
ど
う
考

え
る
か
。

答 

宗
像
地
区
事
務
組
合
と
協
議
し
、
総
合

的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
の
声
が

生
か
さ
れ
る

市
政
運
営
を

代
表
質
問
者

新
留 

久
味
子

■
日
本
共
産
党

問 

市
長
が
全
力
を
尽
く
す
一
番
の
市
民
課
題

は
何
か
。

答 

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
だ
と
考
え

る
。

問 

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
進
め
方
は
。

答 

ま
ず
は
定
員
に
余
裕
の
あ
る
保
育
所
な
ど

で
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

問 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
※
１
）
の
育
成
と
支
援
は
。

答 

県
が
行
う
研
修
会
へ
の
参
加
を
促
す
な

ど
、
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問 

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
※
２
）

事
業
所
の
整
備
は
。

答 

１
カ
所
整
備
す
る
予
定
。

問 

定
住
施
策
の
方
向
性
は
。

答 

就
職
の
支
援
や
情
報
提
供
を
強
化
し
、
住

宅
確
保
の
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

問 

書
か
な
い
窓
口
は
今
後
市
役
所
に
行
か
ず

と
も
24
時
間
手
続
き
可
能
に
し
て
は
。

答 

将
来
的
に
は
行
か
な
く
て
も
よ
い
市
役
所

を
目
指
す
。

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
負
担
軽
減
へ
の
取

り
組
み
は
。

答 
現
状
の
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
見
直
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問 

将
来
に
わ
た
る
安

定
的
で
健
全
な
財
政

運
営
と
は
。

答 

行
政
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
な
財
政
基
盤
を

維
持
す
る
た
め
、
災

害
な
ど
突
発
的
な
こ

と
に
対
す
る
基
金
の

蓄
え
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

市
民
に
寄
り
添
う

市
政
運
営
を

代
表
質
問
者

岡
本
　
陽
子

■
公
明
党

問 
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の
解
消
は
、
地

域
住
民
の
関
心
も
高
く
、
早
急
な
建

て
替
え
が
望
ま
れ
る
が
、
市
の
見
解

は
。
ま
た
、
学
童
保
育
所
の
老
朽
化

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
の
情
報
共

有
の
状
況
や
協
議
の
場
づ
く
り
の
予

定
は
。

答 

赤
間
小
学
校
と
東
郷
小
学
校
は

敷
地
が
非
常
に
狭
く
、
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
解
消
の
た
め
の
敷
地
確
保
が
課
題

で
あ
っ
た
が
、
水
泳
授
業
の
外
部
委

託
に
伴
い
、
プ
ー
ル
施
設
を
優
先
的

に
解
体
撤
去
し
、
本
設
の
校
舎
の
建

築
工
事
の
実
現
を
検
討
し
た
い
。
学

童
保
育
所
の
老
朽
化
に
つ
い
て
、
特

に
赤
間
小
学
校
は
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会
か
ら
も
意
見
や
要

望
を
受
け
て
い
る
。
同
校
は
、
令
和

３
年
度
に
施
設
の
再
配
置
計
画
案
を

作
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
お
り
、
基
本
計
画
策
定
の
段

階
に
お
い
て
、
改
め
て
協
議
・
調
整

の
場
を
持
ち
た
い
。
な
お
、
両
校
と

も
学
童
保
育
所
の
更
新
時
期
の
前
倒

し
を
含
め
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。

問 

東
京
都
東
大
和
市
で
は
、
保
育

所
な
ど
で
子
ど
も
が
体
調
不
良
に
な

り
、
保
護
者
が
迎
え
に
行
く
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
、
病
児
保
育
施
設
の

保
育
士
が
保
護
者
に
代
わ
っ
て
迎
え

に
行
き
、
病
児
保
育
施
設
で
保
育
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
、
ひ

と
り
親
家
庭
支
援
施
策
と
し
て
本
市

で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答 

令
和
６
年
度
か
ら
、
県
内
初
の

病
児
保
育
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

す
る
予
定
。

問 

学
校
給
食
に
お
け
る
有
機
野
菜

の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
具
体
策
は

あ
る
か
。

答 
令
和
６
年
度
か
ら
、
月
に
１
回
、

地
場
産
物
を
積
極
的
に
利
活
用
す
る

宗
像
育
ち
ウ
ィ
ー
ク
を
設
け
、
有
機

栽
培
さ
れ
た
米
や
野
菜
を
給
食
に
取

り
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問 

日
の
里
地
区
に
お
け
る
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
評
価
と
、
今
後
の
展

望
は
。

答 

新
た
な
移
動
の
創
出
や
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
向
上
な
ど
、
団
地
再
生
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
と
評
価
し
て

い
る
。
今
後
は
地
域
の
面
積
、規
模
、

道
路
状
況
か
ら
適
性
を
判
断
し
、
効

果
な
ど
も
勘
案
し
、
既
存
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
か
ら
の
転
換
を
図
る

ほ
か
、
協
定
に
基
づ
く
研
究
会
や
地

域
公
共
交
通
会
議
、
事
業
者
、
地
域

住
民
と
協
議
を
進
め
、
導
入
に
向
け

た
検
討
を
行
う
。

問 

脱
炭
素
社
会
の
加
速
の
た
め
、

宅
配
便
の
再
配
達
対
策
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答 

郵
便
局
を
含
む
市
内
宅
配
事
業

者
と
協
議
を
重
ね
、
広
報
紙
や
市
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
再
配
達

の
削
減
を
促
し
、
モ
ニ
タ
ー
を
公
募

し
て
、
置
き
配
普
及
の
た
め
の
実
証

実
験
を
実
施
す
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

代
表
質
問
者

　
　
伊
達
　
正
信

■
宗
像
志
政
ク
ラ
ブ
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Ｄ
Ｘ
推
進
で
市
民
・
職
員
の
負
担
軽
減

公
明
党
／
石
松
　
和
敏

保
育
所
の
イ
ノ
シ
シ
対
策
支
援
を

日
本
共
産
党
／
川
内
　
亮

ふ
く
お
か
市
民
政
治

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

よ
り
良
い
学
童
保
育
所
を

／
笠
井
　
香
奈
枝

宗
像
の
漁
業
を
生
か
す
た
め
に
は

未
来
む
な
か
た
／
北
﨑
　
正
則

持
続
可
能
な
産
業
の
確
立
に
つ
い
て

宗
像
志
政
ク
ラ
ブ
／
安
部
　
芳
英

不
妊
治
療
に
対
す
る
助
成
を

日
本
維
新
の
会
／
岩
岡
　
良

（
※
１
）
交
付
率
…
再
交
付
、
更
新
を
含
む
こ
れ
ま
で
に
交
付
さ
れ
た
カ
ー
ド
枚
数
の
割
合

（
※
２
）
取
得
率
…
実
際
に
保
有
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
の
枚
数
の
割
合
（
廃
止
さ
れ
た
カ
ー
ド
の
枚
数
を
除
い
た
も
の
）

一般質問
一般質問とは、議員が市の行政事務全般について市の見解を問うものです。
令和６年２月28日から３月１日までの３日間にわたって、
13人の議員が合計22項目の質問を行いました。
◆質問を届けた順に掲載しています。
◆掲載項目などは質問を行った議員がそれぞれの判断で選択しています。
◆質問内容の詳細については、宗像市議会ホームページの録画映像もしくは５月下旬に
　公開予定の議事録をご覧ください。

問 

地
産
地
消
を
推
進
す

る
た
め
、
自
動
車
工
場
の

社
員
食
堂
な
ど
と
の
連
携

に
つ
い
て
検
討
の
余
地
は

な
い
か
。

答 

平
成
26
年
か
ら
27
年

に
か
け
て
、
自
動
車
工
場

の
社
員
食
堂
に
お
け
る
地

産
地
消
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
研
究
を
し

た
。
従
業
員
が
多
く
、
大

き
な
消
費
が
期
待
さ
れ
る

が
、
価
格
、
衛
生
面
、
使

用
量
、
物
流
で
課
題
が
あ

り
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

い
。
現
状
で
は
解
決
が
難

し
く
、
宗
像
産
品
の
納
品

に
つ
い
て
は
困
難
だ
と
判

断
し
て
い
る
。

問 

農
作
物
な
ど
の
鮮
度

を
維
持
し
な
が
ら
長
期
保

管
を
可
能
に
す
る
特
許
冷

蔵
庫
の
よ
う
に
、
農
家
の

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
な
新
技
術
を
活
用
し
た

設
備
機
器
の
導
入
支
援
に

つ
い
て
、
検
討
で
き
な
い

か
。

答 

導
入
の
意
向
が
あ
れ

ば
、
支
援
の
検
討
を
行
い

た
い
。

　
学
童
保
育
は
、
放
課
後

な
ど
の
子
ど
も
の
遊
び
や

生
活
の
場
で
あ
り
、
保
護

者
に
も
不
可
欠
な
事
業
。

市
の
児
童
数
は
減
少
し
て

い
る
が
、
利
用
者
数
は
増

加
し
て
い
る
。

問 

今
後
、
学
童
保
育
の

入
所
希
望
者
が
定
員
を
超

え
る
場
合
、
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

答 

日
常
的
に
床
面
積
が

不
足
す
る
場
合
は
新
た
に

学
童
保
育
所
を
開
設
し
、

待
機
児
童
が
出
な
い
よ
う

対
応
す
る
。

問 

夏
休
み
の
み
利
用
す

る
児
童
も
い
る
が
、
施
設

の
広
さ
は
確
保
で
き
て
い

る
か
。

答 

利
用
申
請
に
よ
り
事

前
に
人
数
を
把
握
し
、
床

面
積
の
確
保
が
必
要
な
場

合
は
指
定
管
理
者
と
協
議

の
上
、
小
学
校
に
依
頼

し
、
特
別
教
室
や
体
育
館

な
ど
を
利
用
し
て
広
さ
を

確
保
し
て
い
る
。

問 

学
童
保
育
所
指
導
員

の
処
遇
改
善
の
た
め
の
策

は
。

答 

国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
処
遇
改
善
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
給
与
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
定

管
理
料
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。

問 

令
和
４
年
４
月
か
ら

の
不
妊
治
療
の
保
険
適
用

開
始
に
よ
り
、
か
え
っ
て

自
己
負
担
が
大
き
く
な
る

事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て

い
る
。
本
市
独
自
の
助
成

制
度
構
築
を
求
め
て
き
た

が
、
進
ち
ょ
く
は
。

答 

令
和
６
年
度
に
策
定

す
る
宗
像
市
こ
ど
も
計
画

に
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
位
置
付
け
た
上
で
、

助
成
の
具
体
の
取
り
組
み

を
開
始
す
る
。

商
業
施
設
誘
致
に
つ
い
て

問 

本
市
の
起
爆
剤
と
な

る
よ
う
な
大
型
企
業
誘
致

の
必
要
性
を
求
め
た
際
、

令
和
７
年
度
を
め
ど
に
道

の
駅
周
辺
に
大
型
店
舗
の

誘
導
を
図
り
た
い
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
進
ち
ょ

く
は
。

答 

立
地
協
定
締
結
な
ど

の
手
続
き
を
行
い
な
が

ら
、
目
標
年
度
の
開
業
に

向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

誘
致
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
は
、
拠
点
性
を
高

め
、
新
た
な
来
訪
動
機
を

創
出
で
き
る
飲
食
・
物

販
・
宿
泊
・
温
浴
・
体
験

な
ど
の
複
合
的
な
商
業
施

設
の
立
地
を
期
待
し
て
い

る
。

問 

玄
海
地
区
の
保
育
所

で
、
施
設
や
保
護
者
に
よ

る
対
策
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
イ
ノ
シ
シ
が
度
々
侵

入
し
て
園
庭
を
荒
ら
し
て

い
る
。
園
や
保
護
者
か
ら

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
市
と
し
て
対
策
を

支
援
で
き
な
い
か
。

答 

必
要
に
応
じ
て
国
や

県
の
補
助
金
に
関
す
る
情

報
提
供
を
行
う
。
ま
た
、

周
辺
で
集
中
的
に
わ
な
に

よ
る
捕
獲
を
行
い
、
３
年

間
で
80
頭
以
上
捕
獲
し
て

い
る
。
今
後
も
関
係
機
関

と
情
報
共
有
し
、
対
策
を

研
究
し
て
い
く
。

須
恵
地
区
の

開
発
行
為
に
つ
い
て

問 

須
恵
地
区
の
開
発
行

為
に
よ
り
水
の
流
れ
が
変

わ
り
、
住
宅
の
敷
地
内
ま

で
浸
水
し
た
事
例
が
あ

り
、
住
民
に
と
っ
て
大
き

な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い

る
。
市
が
解
決
に
向
け
た

役
割
を
担
う
べ
き
で
は
。

答 

市
に
は
住
民
の
生
活

環
境
の
保
全
に
努
め
る
役

割
が
あ
り
、
条
例
に
基
づ

き
適
時
適
切
に
指
導
や
勧

告
、
命
令
な
ど
の
措
置
を

講
じ
て
い
く
。

問 

災
害
時
の
人
的
支
援

受
け
入
れ
体
制
、
物
資
受

け
入
れ
体
制
は
。

答 

人
的
支
援
は
福
岡
県

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き

県
に
支
援
を
求
め
る
ほ

か
、
自
治
体
間
の
協
定
に

基
づ
き
他
自
治
体
へ
支
援

を
要
請
す
る
。
物
資
は
道

の
駅
む
な
か
た
な
ど
３
カ

所
で
受
け
入
れ
、
配
送
拠

点
を
設
置
し
支
援
物
資
を

市
内
に
配
送
す
る
。
拠
点

の
増
設
や
配
送
ル
ー
ト
の

複
数
設
定
な
ど
検
討
を
進

め
る
。

気
候
変
動
に
伴
う

本
市
漁
業
へ
の
影
響
は

問 

漁
業
経
営
支
援
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答 

広
範
囲
の
投
石
や
ア

ミ
ノ
酸
活
性
化
コ
ン
ク

リ
ー
ト
プ
レ
ー
ト
の
投
入

な
ど
計
画
的
に
漁
場
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
ウ
ニ

の
駆
除
や
海
底
清
掃
な
ど

漁
場
の
保
全
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
魚
種
の
変
化

に
応
じ
た
漁
場
整
備
も
考

慮
し
て
い
く
。
ま
た
、
魚

種
に
応
じ
た
処
理
方
法
な

ど
、
付
加
価
値
が
高
ま
る

取
り
組
み
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
し
た
い
。

問 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
と
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
状
況
は
。

答 

１
月
末
時
点
の
交
付

率
（
※
１
）
は
81
・
９
％

で
昨
年
３
月
末
か
ら
９
ポ

イ
ン
ト
増
加
。
ま
た
、
取

得
率（
※
２
）は
77
・
４
％

で
あ
る
。
１
月
末
時
点
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
割
合
は

31
・
１
％
で
、
令
和
４
年

度
か
ら
５・
６
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
た
。

問 

令
和
６
年
度
の
目
標

は
。

答 

交
付
率
85
％
、
取
得

率
80
％
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付

は
40
％
以
上
を
目
指
し
た

い
。

問 

市
が
導
入
す
る
「
書

か
な
い
窓
口
」
の
内
容

は
。
ま
た
、
導
入
時
期
は

い
つ
頃
か
。

答 

申
請
時
の
記
入
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ

う
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
か

ら
情
報
を
読
み
取
り
、
必

要
な
申
請
書
類
を
作
成
す

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
市
民
課
の

転
入
な
ど
異
動
窓
口
に
お

け
る
関
連
手
続
き
と
証
明

書
発
行
窓
口
で
令
和
７
年

１
月
の
導
入
を
予
定
し
て

い
る
。

問 

高
度
衛
生
管
理
型
荷

さ
ば
き
所
の
稼
働
後
判
明

し
た
課
題
は
。
ま
た
、
太

陽
光
発
電
の
設
置
の
進

ち
ょ
く
は
。

答 

荷
揚
げ
時
に
必
要
な

設
備
の
不
足
や
、
氷
や
え

さ
を
取
り
出
す
場
所
が
離

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
多
く
の
漁
業

者
が
利
用
で
き
る
よ
う
改

善
に
努
め
て
い
く
。
太
陽

光
発
電
に
つ
い
て
は
、
３

月
末
に
出
る
調
査
結
果
を

も
と
に
準
備
を
進
め
る
。

問 

本
市
で
取
れ
た
魚
介

類
を
給
食
に
取
り
入
れ
て

い
る
が
、
そ
の
成
果
と
課

題
は
。

答 

成
果
と
し
て
地
産
地

消
や
魚
食
の
推
進
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
魚
の
サ
イ

ズ
を
統
一
し
て
必
要
数
を

準
備
す
る
上
で
、
活
魚
セ

ン
タ
ー
の
機
能
や
体
制
な

ど
に
課
題
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問 

サ
ケ
、 ウ
ニ
の
養
殖
に

よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答 

市
内
販
売
や
飲
食

店
、
給
食
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
の
開
発
な
ど

幅
広
く
活
用
し
地
域
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

問 

本
市
は
地
域
別
将
来

推
計
人
口
で
生
産
年
齢
人

口
減
少
率
が
九
州
で
下
位

19
位
。
１
位
の
福
津
市
の

人
口
増
加
の
要
因
を
ど
う

考
え
る
か
。

答 

交
通
利
便
性
、
比
較

的
安
価
な
地
価
、
豊
か
な

自
然
、
子
育
て
支
援
な
ど

が
人
口
増
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
本
市
に
も
同
様
の

理
由
で
転
入
す
る
人
が
多

い
と
捉
え
て
い
る
。

問 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ 

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
必
要

で
は
。

答 

安
全
確
保
の
観
点
か

ら
導
入
は
難
し
い
。
ほ
か

の
手
法
で
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

問 

人
口
増
に
つ
な
が
る

大
規
模
開
発
の
予
定
は
。

答 

大
規
模
開
発
が
可
能

な
土
地
は
複
数
あ
り
、
事

業
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
て

い
る
。
近
隣
の
住
宅
事
情

を
踏
ま
え
た
上
で
、
今

後
、
事
業
者
が
開
発
に
着

手
す
る
と
考
え
る
。

教
育
環
境
の
整
備
は

問 

東
郷
小
の
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
解
消
に
併
せ
て
、
示

現
神
社
の
急
傾
斜
地
や
忠

霊
塔
跡
地
を
有
効
活
用
し

て
は
。

答 

関
係
者
と
協
議
す
る
。

定
住
都
市
む
な
か
た
の
目
指
す
姿
は

宗
像
志
政
ク
ラ
ブ
／
吉
田
　
剛

大
規
模
災
害
に
備
え
た
取
り
組
み
は

宗
像
志
政
ク
ラ
ブ
／
小
林
　
栄
二

実際に園庭に現れた
イノシシ

高度衛生管理型
荷さばき所
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12人のコミュニティ会長と19人の議員が
一堂に会し、話し合いました。

コミュニティ会長会と
意見交換会を行いました

　２月７日にコミュニティ運営協議会会長会と議員で、「コミュニ
ティの今後の在り方について」を議題に意見交換会を行いました。
　公共交通の課題、自治会の加入率の低下や高齢化、地域活動への支
援など、さまざまな課題について話し合い、相互理解を深めました。

　２月１日に大正大学の江藤俊昭教授をお迎えして、議員研修会
を行いました。江藤教授は、三重県議会議会改革諮問会議会長を
はじめ、全国のさまざまな議会関係の会議に参加し、議会に関する
多くの著書を執筆しています。
　研修では、市政に関する重要な課題などについて議員間での討
議を行う議員間討議や議会基本条例の見直し、政策形成サイクル
など、議会の在り方について講義していただきました。
　本市の議員活動・議会活動にとって大変参考になりました。今
回の研修で学んだことを今後の議会活動に生かしていきたいと思
います。

研修には、福津市議会の議員のみなさんも参加しました。

議員研修会を行いました

神谷議長から伊豆市長に
報告書を提出しました。▶

　３月18 日に、昨年実施し
た河東、吉武、大島の３地区の
各地区コミュニティ運営協議
会の役員を中心としたメン
バーとの座談会で出た意見を
報告書にまとめ、市長に提出
しました。

地域から出た意見を
市長に提出しました

教
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め
に

宗
像
志
政
ク
ラ
ブ
／
井
浦
　
潤
也

自
由
ヶ
丘
地
区
の
未
来
像
に
つ
い
て

未
来
保
守
ク
ラ
ブ
／
森
田
　
卓
也

植
栽
な
ど
の
管
理
に
つ
い
て

宗
像
志
政
ク
ラ
ブ
／
木
藤
　
裕
司

問 
道
路
植
栽
の
見
直
し

や
道
路
の
り
面
の
樹
木
の

伐
採
な
ど
を
適
切
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
都
市
計
画
道
路
石
丸

河
東
線
の
整
備
に
関
す
る

内
容
や
管
理
方
針
は
。

答 

道
路
の
横
断
防
止
や

景
観
を
考
慮
し
、
植
栽
帯

を
設
け
管
理
し
て
い
る
。

ま
た
、
の
り
面
は
、
表
面

保
護
を
目
的
に
整
備
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
６
年

度
か
ら
植
栽
の
適
正
管
理

を
行
う
目
的
で
、
管
理
方

針
な
ど
の
調
査
・
研
究
を

進
め
、
適
切
な
対
応
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

公
園
の
利
活
用
促
進

を
考
慮
し
た
管
理
運
営
の

在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と

は
有
意
義
で
あ
る
と
考
え

る
。
公
園
の
利
用
頻
度
、

利
用
目
的
、
公
園
の
必
要

性
な
ど
と
い
っ
た
実
態
調

査
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

答 

公
園
の
利
用
状
況
な

ど
の
実
態
調
査
に
関
し
て

は
、
令
和
６
年
度
に
行
う

予
定
と
し
て
い
る
。

問 

図
書
館
行
政
、
読
書

の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

は
。

答 

読
書
で
か
が
や
く
未

来
を
築
く
ま
ち
を
目
指

し
、
子
ど
も
、
市
民
の
読

書
活
動
推
進
の
た
め
、
学

校
図
書
館
事
業
や
市
民
図

書
館
事
業
に
取
り
組
み
、

気
楽
に
本
を
手
に
取
っ
て

も
ら
う
環
境
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
学
校
図
書
館

で
は
、
読
書
活
動
や
読
書

指
導
の
場
の
読
書
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
役
割
に
加

え
、
学
習
活
動
を
支
援
し

た
り
、
授
業
の
内
容
を
豊

か
に
し
た
り
深
め
た
り
す

る
学
習
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら

に
は
、
情
報
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
り
、
児
童
生
徒

の
情
報
収
集
、
選
択
、
活

用
能
力
を
育
成
し
た
り
す

る
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

学
校
図
書
館
を
時
代
に
即

し
た
多
く
の
機
能
を
持
つ

も
の
に
し
、
子
ど
も
、
先

生
、
保
護
者
な
ど
学
校
全

体
で
活
用
す
る
こ
と
が
大

事
と
考
え
る
。
市
民
図
書

館
で
は
各
年
齢
層
に
応
じ

た
読
書
活
動
の
支
援
を
積

極
的
に
行
い
、
読
書
の
ま

ち
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

問 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
き
、
児
童
生

徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
や
、
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
一
部
導
入
を
行
っ

た
が
、
そ
の
結
果
、
教
員

の
働
き
方
は
ど
う
変
わ
っ

た
か
。

答 

授
業
支
援
ア
プ
リ
が

導
入
さ
れ
、
教
員
と
児
童

生
徒
も
し
く
は
児
童
生
徒

同
士
が
双
方
向
で
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

教
員
間
で
の
教
材
の
共
有

や
授
業
準
備
に
か
か
る
時

間
や
負
担
の
減
少
、
授
業

展
開
の
効
率
化
、
採
点
時

間
の
減
少
な
ど
、
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
と
考
え

る
。

問 

効
率
向
上
の
た
め
、

校
務
用
の
ソ
フ
ト
を
は
じ

め
健
康
観
察
や
答
案
作
成

な
ど
の
ソ
フ
ト
を
統
一
で

き
な
い
か
。

答 

シ
ス
テ
ム
が
連
動
し

て
効
率
の
良
い
学
校
運
営

が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、

教
員
の
負
担
軽
減
や
働
き

方
改
革
に
つ
な
が
る
よ
う

新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
留
意
し
た
い
と
考

え
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
東
郷
小
学
校
の
将
来

像
は

　
２
０
２
４
年
元
日
を

襲
っ
た
能
登
半
島
地
震
で

は
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ

る
な
ど
、
深
刻
な
被
害
が

発
生
し
た
。
本
市
は
こ
の

能
登
半
島
地
震
の
経
験
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
て
震
災

の
教
訓
を
学
び
、
本
市
の

災
害
対
策
に
役
立
つ
よ
う

に
研
究
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

問 

市
は
、
今
回
の
能
登

半
島
地
震
に
対
す
る
地
方

自
治
体
な
ど
の
対
応
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
総
括
し

て
い
る
か
。

答 

能
登
半
島
で
は
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
十
分
な
情

報
の
収
集
、
分
析
が
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。
政
府

が
検
証
に
入
り
、
一
方
で

は
鉄
道
の
一
部
運
行
や
仮

設
住
宅
の
建
設
が
始
ま
る

な
ど
、
現
地
の
状
況
は

日
々
変
化
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
報
道
な
ど
に
よ

り
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題

点
に
加
え
、
今
後
明
ら
か

に
な
る
事
実
や
課
題
な
ど

を
調
査
の
上
、
し
っ
か
り

研
究
し
、
本
市
の
施
策
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
施
政
方
針

の
中
で
、
自
由
ヶ
丘
地
区

で
は
交
通
結
節
点
を
核
に

し
た
拠
点
整
備
に
向
け
て

官
民
連
携
で
取
り
組
む
と

あ
る
。

問 

拠
点
整
備
の
背
景
は
。

答 

地
区
を
横
断
し
、
Ｊ

Ｒ
赤
間
駅
へ
続
く
幹
線
道

路
と
国
道
３
号
が
交
差
す

る
場
所
に
複
合
的
な
都
市

機
能
を
持
つ
拠
点
整
備
を

行
う
こ
と
が
地
区
の
価
値

を
さ
ら
に
高
め
、
将
来
に

わ
た
り
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
へ
と
再
生
す
る
た
め

欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。

問 

自
動
運
転
の
実
証
事

業
な
ど
の
進
ち
ょ
く
は
。

答 

令
和
６
年
度
に
官
民

連
携
の
共
同
体
を
組
織

し
、
実
証
実
験
の
実
施
か

ら
そ
の
後
の
実
装
に
向
け

た
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
る
。

問 

自
由
ヶ
丘
地
区
南
部

に
は
生
活
必
需
品
を
買
え

る
生
活
利
便
施
設
が
な
い

が
、誘
致
の
検
討
状
況
は
。

答 

地
権
者
や
民
間
事
業

者
に
情
報
提
供
す
る
な

ど
、
施
設
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石丸河東線の歩道の状況
自動運転バス（※イメージ）
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No.91 令和6年5月号 ❽むなかた市議会だより

市市議議会会議議員員
　私たちが「宗像市」を住みよいまちにするためには、みんなでどうしたらよいか考えていかなければなりません。でも、市民　私たちが「宗像市」を住みよいまちにするためには、みんなでどうしたらよいか考えていかなければなりません。でも、市民
全員が集まって話し合うのはとても大変です。そこで、市民の代表を選び、私たちの代わりに話し合いをしてもらいます。そ全員が集まって話し合うのはとても大変です。そこで、市民の代表を選び、私たちの代わりに話し合いをしてもらいます。そ
の代表が「市議会議員」で、議員の集まりが「市議会」です。今回は、市議会議員についての疑問にお答えします。の代表が「市議会議員」で、議員の集まりが「市議会」です。今回は、市議会議員についての疑問にお答えします。

何をする何をする人人？？？？
ってって

議員の仕事って？議員の仕事って？QQQQ
AAAA 市民の声を市政に反映させることが

議員としての主な役割です。ここで
は、主な仕事について紹介します。

　主に市長から提出される
議案（条例や予算、契約な
ど）について審議し、議決を
することで市の行政運営が
正しく行われるようチェッ
クします。また、市の施策
や方針について質問し、市
の見解を問うことで、問題
点を明らかにしたり、施策
の提案を行ったりします。

❶ 議会への出席

　行政や市民生活についての調査をしたり、
他市の先進的な取り組みなどを視察し、研究
したりします。また、市民のみなさんからの
意見や要望を行政に伝えたり、次の議会で質
問を行うための準備をしたりします。

❷ 調査・研究

　議会で話し合ったこと、決定したことを
市民のみなさんに議会だよりやホームペー
ジ、議員個人の活動の中でお伝えします。

❸ 市民への報告

日
程

内
　
容

6/4
火
本
会
議

(

議
案
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明
）

5
水
本
会
議
（
一
般
質
問
）

6
木
本
会
議
（
一
般
質
問
）

7
金
本
会
議
（
一
般
質
問
、
大
綱
質
疑
）

10
月
本
会
議
予
備
日

14
金
総
務
常
任
委
員
会

17
月
社
会
常
任
委
員
会

18
火
建
設
産
業
常
任
委
員
会

19
水
予
算
第
１
特
別
委
員
会(

※
１
）

20
木
予
算
第
２
特
別
委
員
会(

※
２
）

26
水
本
会
議

（
委
員
会
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決
）

※
１
　
予
算
第
１
…
一
般
会
計 

※
２
　
予
算
第
２
…
特
別
会
計
・
企
業
会
計

▼
一
般
質
問
の
内
容
は
、開
会
３
日
前
に
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
請
願
の
提
出
締
切
日
は
５
月
28
日（
火
）で

す
。

▼
本
会
議
と
委
員
会
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
中

継
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン・タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
日
程・内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
傍
聴
な
ど
の
際
は
事
前
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　新年度に入り、新旧入
れ替わりの何かと忙しい
時期ですが、気持ちを新
たに襟を正して「難しい
ことを分かりやすく、硬

いことを柔らかく」ということを市民目
線で伝えることが重要であると考え、今
後の議会だよりに生かしていきたいと思
い ま す。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　（木藤　裕司）

議員は何人いるの？議員は何人いるの？QQQQ
宗像市議会の議員定数は 20 人です。現在、19 人で構成
されています。平均年齢は４月１日現在で 57.5 歳、男性
は 16 人、女性は３人います。

定数は定数は2020人人AAAA

議員って何歳からなれるの？議員って何歳からなれるの？QQQQ
市議会議員は宗像市に住んでいる満25 歳以上の市民の中
から、市民が選挙で選んだ代表の人です。選挙で選ばれる
と４年間、市議会議員として活動します。

AAAA 2525歳以上歳以上

次の選挙はいつ行われるの？次の選挙はいつ行われるの？QQQQ
４年に１回選挙が行われます。現議員の任期は令和６年
10 月31 日までとなるため、次の選挙は令和６年10 月
27 日に投開票が行われる予定です。市議会議員を選ぶこ
とができるのは、満18 歳以上の市民です。

AAAA 1010月月2727日 （日）日 （日）
１ ３ ５

２ ４ ６

新しい取り組みとして、ふれあい 
バスとコミュニティバスを利用し
て期日前投票所で投票した場合のバス料金を無料とする移
動支援や、市内２高校２大学でマイクロバスなどの車両を
活用した移動式期日前投票所の開設が行われる予定です。

選挙に行った方がいいの？選挙に行った方がいいの？QQQQ
今までの宗像市議会議員選挙の
投票率は右の表の通りです。市
議会議員選挙は 20 の議席を争
う選挙でもあり、１票がとても
大きな意味を持ちます。過去に
は、１票未満の差で当落が分か
れたこともありました。

AAAA 選挙に選挙に行きましょう！行きましょう！
市議会議員選挙投票率

57.31％

平成20年
10月

52.04％

平成24年
10月

46.44％

平成28年
10月

47.62％

令和２年
10月

80

0

40

次の選挙では…次の選挙では…


